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１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
辻
井
字
東
藤
ノ
木

・
西
藤
ノ
木

・
山
之
脇

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
八
二
年

（昭
５７
）
四
月
～

一
二
月
、
二
　
一
九

八
五
年
四
月
～
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
博
利

。
秋
枝
　
芳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
中
期
～
平
安
時
代

７
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

辻
井
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け
て
の
集
落
跡
、
奈

良

・
平
安
時
代
の
居
館
跡

・
寺
院
跡
か
ら
な
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。　
一
九
人
三

年
度
以
降
、
市
道
建
設
及
び
各
種
開
発
に
伴
い
二
六
カ
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査

が
行
な
わ
れ
、
特
に
寺
院
の
伽
藍
配
置
に
つ
い
て
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た

薬
師
寺
式
で
は
な
く
、
法
隆
寺
式
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、　
一
九
八
二
年
度
調
査
に
お
い
て
、
寺
院
に
伴
う
井
戸
か
ら
三
点
、

一
九
八
五
年
度
調
査
に
お
い
て
同
時
期
の
水
田
跡
か
ら
四
点
出
土
し
、
本
誌
第

五

・
八
号
で
報
告
し
た
が
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
お
け
る
保
存
処
理
後
の
再

調
査
に
よ
り
、
釈
文
の
訂
正
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
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５
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ω
は
左
辺
が
一
部
割
れ
、
右
辺
及
び
下
端
は
削
り
の
原
形
を
保
ち
、
上
端
も

そ
の
可
能
性
が
あ
る
。
②
は
、
上
端
の
み
が
削
り
で
左
辺
の
一
部
も
そ
の
可
能

性
が
あ
る
が
、
全
体
に
傷
み
が
激
し
い
。
法
量
に
変
更
が
あ
っ
た
。
③
は
、
表

裏
は
不
詳
。
右
辺
は
削
り
、
上
端
は
折
れ
、
左
辺
は
割
れ
て
い
る
。
下
端
は
両

面
か
ら
二
次
的
に
整
形
さ
れ
て
い
る
。

一
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一
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釈文の訂工と追加

①
は
上
下
両
端
折
れ
、
左
右
両
辺
は
削
り
が
残
る
。
②
は
上
下
両
端
折
れ
、

左
右
両
辺
は
削
り
と
思
わ
れ
る
。
０
は
上
端
折
れ
、
下
端
折
り
で
、
左
右
両
辺

は
削
り
で
あ
る
。
上
部
に
焼
け
焦
げ
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
９
０
は
同

一
の
本
簡

の
断
片
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
直
接
は
接
合
し
な
い
。
③
が
②
の
表
面
下

部
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。

い
は
、
下
端
は
折
れ
、
下
端
と
左
右
両
辺
に
は
削
り
が
残
る
。
赤
外
線
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る
観
察
で
、
本
誌
第
八
号
で
文
字
な
し
と
し
て
い
た
面
に

わ
ず
か
な
墨
痕
が
あ
り
、
難
波
津
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

最
下
部
に
下
の
句
の
一
文
字
目

「伊
」
の
残
画
が
残
り
、
こ
の
下
が
欠
損
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
第
四
句

へ
と
続
い
た
可
能
性
が
高
い
。
上
の
句
の
二

句
日
と
三
句
日
の
間
に
は

一
文
字
程
度
の
空
き
が
あ
る
。
裏
面
は

「己
」
「知
」

「屋
」
の
習
書
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
山
本
崇
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

８
　
関
係
文
献

大
谷
輝
彦

「餅
磨
、
神
前
、
揖
保
郡
東
部
の
古
代
寺
院
」
（第
三
回
播
磨
考
古

学
研
究
集
会
実
行
委
員
会

『古
代
寺
院
か
ら
み
た
播
磨
』、
二
〇
〇
三
年
）

山
本
　
患
不
「難
波
津
の
歌
の
新
資
料
―
姫
路
市
辻
井
遺
跡
出
土
木
簡
の
再
釈

読
―
」
翁
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
六
』、
二
〇
〇
六
年
）

（大
谷
輝
彦
）




